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製薬産業を様々な角度から分析する。産業の歴史的発展に焦点を当てた第二章（湊一樹）からは、インド企業の競争力の源泉が明らか なる。なかでも一九七○年代に採用された、製法特許のみを認める特許制度が、今日のジェネリック産業の基礎作りに貢献したことが分かる。第三章（上池あつ子） は、小規模企業対する品質基準の履行強制や、医薬品価格規制の り方など、インド製薬産業が今日抱える課題を明らかにする。第四章（上池あつ子）インド 近年積極的に参加しているアウトソーシング事業について検討を加える。
第五章と第六章は、中国の製薬産
業を分析対象としてい 産業の全体像を把握する第五章（項安波・張政軍・陳小洪・渡邉真理子）は、中




業の競争力の源泉を明らかにす だけでなく、両国産業が抱える課題正確に紹介することにも力点が置かれている。今後 の企業 日本のジェネリック市場でシェアを高めることが予想されるが 様々な課題がどのように解決されるかについても、冷静に観察していく必要がある。
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